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（442 ） （田崎 ・川野）　清酒 中 の グ リセ リ ン の比 色 定 量 に 就 い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考　　　　　察

　本定量 法 に 於け る他物質 の 影響 で あ るが，源報及 び A ，G ．　f【oRrsEY ＆ J．　S．　HODGENs 氏の 報告及 び萱者

等 の 實驗結果 を 要約す る と ．X 一チ ル ア ル コ ール ，エ チ レ ン グ ラ ィ コ ール ，ヂ ．r チ レ ソ グ ラ ィ コ ール ， 枸櫞酸，琥

珀酸 ， 林檎酸，フ マ ール 酸 ，
グ ル タ ミ ン 酸曹達 ， 食鹽等 は本法 に於 て は 呈色せ寸 ，且 つ 發色妨害物質 で あ る乳酸 ，

才 キ ザ ール 醋酸，
α
一オ キザ 尸ル 醋酸 ， 焦性葡萄酸の 如き有機酸，

グ ル 1　 e−　；K
， リボ ース 等各種鎌 ト iJ グ IJ セ

ラ イ ド，
レ シ チ ン 7

グ リ セ コ燐酸 カ ル シ ウ ム ．ア セ ト ア ル デ ヒ P ド ， ア セ トン ，
ダ ィア セ チ ル 等の 諸物質 は上 述

の 操 作 で 除 う・れ る．即ち 以 ヒの 如 く發色妨害物質 は 良 く除去 され る故に清酒 中の グ リ セ リ ン 定量に も甚だ良 く適

合 し得 る と思われ るが ， 清酒中に 當然存在す る と思 わ れ．る2．3 一ブ チ レ ン グ ラ イ コ ール に 就 い て は試藥 の フ丶手が

不能で あ つ た 爲瞼討 す る事 が出來 なか つ た が ， こ 才1は 山 田氏 の 結 果 よ り も明 らか な る如 く ， 含有量が極 め て 少量

故 ， 大なる影響は 及ば さない と考 えられ るが ，此り 點 に就 い て ほ 爾嶮討の 必要が あ る と思われる．

　本實驗よ り明 らか な る如く， 上 級清酒 繰 グ リ セ リ ン 含有量が 大な る傾向が あ り ， 清酒法 に よ る香味液， 及び醸

酵合成清酒中 の グ リ セ リ ン 含有量は 少 量で ， 且 つ 市 販合成 清 酒 中に は グ リ セ リ ン は 痕 跡 しか 認 め ら れ なか つ た 點

よ り考えて ， 清 酒 が上 級 で あ る べ き一要素と して ， 並 びに合成清酒 の 昧 を珊強す る爲 の
．
要素と して ， グ リセ リ

ン 含有量 を壻加させ る事が考えられ る．

　醸酵 に よ リ グ リ セ リ ン 生成量 を 増加せ しめ る方 法 と し て は古 く よ り醸 酵 喪 を ア ル カ リ性 に す る方 法 ， 及び グ リ

セ リ ン 嫡穫劑と して ， 亜硫駿曹達，鹽化石茨， 誚酸曹逹，食鹽 ， 硫安等 を添加す る方法が知ろれ て 屠 り，窗黒野

氏等 に よ り， 醗酵に使用す る酵母の 種類 ， 醸酵の 際 の 温度，醸酵夜の pH ， 醸酵液中の 糖濃度， 及び添加燐酸鹽

の 量 に よ り， 生 成され る グ リ セ リ ン 量に 相當 の 差が あ る事 が 報告され て い る．以 上 の 事實に 基 き酒質に 悪 影響を

與 え る事 な く， 清酒中特に香昧夜中に グ リセ リ ン 含有量を増加させ る事 は 清酒の 灘質を良好に す る の は 勿論 の 事 ，

特に 現在の グ リ セ リ ン 價格 よ り ，
グ リ セ リ ン を 合成清 酒 に 添加す る 事 の 困難な黜 よ り 合成清躙 の 漫 質 の 向上 に も

大 い に寄與す る處が あ る と 思われ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　　旨

　（1） S．C ．　HARVEY ＆ V ．　HIGBY 氏 に よ る カ テ コ ール
， 濃硫酸使用 の グ リセ リ ン の 比色定量法 を清酒に 適用

し好結 果 を得 た．

　（2） 本法 を用い て 各試料中 の グ リセ リソ 含量，醪中 の グ リセ リ ン の 淌長を定量した結果 ， 上級清浬程 グ リセ リ

y 含有量大 の 傾向が 認 め られ，
グ リ セ リ ソ が 酒 質に 大 なる影響を與 之 る様 に 拙定 され た ．

　終 bに 臨 み ， 本 研 究 の 發表 を御 許 可 下 さつ た 臼 井肚 長 に 感 謝 の意 を表 し ます．
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　Saocharemye ●s の 盟相 子蟹胞子 に 由 來する 子 孫

　 の 遘傅的不 均質性
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，
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　　 Acad ．　ScL 　59171 （1953）

　Saccharomyces の 雌 雄 異 體 の 菌株 に 於 丁 ， 單 相 子

嚢 胞 子 か ら 左 じ た 子 孫 は 最 初 芽 簇 を な す 小球 形 細 胞

（4 μ） か ら成 り，　交配試瞼 の結果 は單相 で あつ た．

然 し培養が老 くな つ た り，累代 培養 を繰 返 す と大 型 細

胞 （7 μ） が 現わ れ， 交 配 す る能力が 減 少 し て 來 る
、

大 型 細 胞 は 大 抵 複相 で あ り diploidizationの 結果 生

じ た もの で あ る，斯 る 複相 に 成 つ た細胞 に は 2 つ の 型

が あ り， 其 の 1 つ は mating 　type 　locus に 於 て雜 種

性 の 異質接 合 體 で あ り，胞子 形 成 の 能 力は あ る が 他 の

細胞 と融合 す る事は 出來 強．他 は 同質接合 體 で あ り，

胞子 は 形成 しな い が 反 對 の mating 　type の 單 相 細 胞

及 び 複相細胞 と融合 し 丁 三 倍體及 び 四倍體を作 るで あ

ろ うと推察 し て い る．（若林）
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